
 

 

- 55 - 

 

 

事例 21 環境省と連携した希少な野生生物の保護     

（北海道森林管理局）  

 

 

 

 

 

 

 

 

林野庁と環境省は、国立公園と国有林における連携を推進し、国立公園

と国有林が重なる地域において、優れた自然の保護と利用の両立を目指し

て、全国で様々な取組を実施しています。そのうち、知床国立公園は、両

省庁連携の重点地域の一つとなっており、北海道森林管理局では、環境省

北海道地方環境事務所と連携して、シマフクロウの生息地における生息・

繁殖条件の改善及び生息環境の整備に取り組んでいます。  

シマフクロウは、道東地域を中心に生息する絶滅危惧種の猛禽
き ん

類です。

安定的な生息、繁殖が困難なことなどから、これまでも長く両省庁連携に

よる保護増殖の取組が同局管内各地で進められてきました。  

同局は、平成７年から順次、つがいの安定的な生息に必要な国有林野を

保護林に設定して保護・管理しているほか、餌となる魚類の遡上のための

河川工作物の改良や、生息環境改善のための針広混交林化等に取り組んで

きました。  

 令和３年度にも、同局は、既存の生息地からの個体の拡散を図るため、

環境省による国有林野内においての巣箱の更新等に協力したほか、国有林

野内における生息状況の調査を行い、結果を環境省と共有しました。  

これらの取組等により、平成５年度に全道で約 100 羽と推定されていた

個体数が現在では 150 羽を超えるなど、生息状況は改善しつつあります。

しかしながら、孤立した生息地への対応など継続した取組が必要であり、

同局では今後も、環境省と連携しつつ、シマフクロウの保護増殖に取り組

んでいきます。  

・北海道  根釧東部森林管理署管内 （ 希 少 種 保 護 の た め 生 息 地 が 特 定 さ れ な い よ う 詳 細 を 記 載 し て い な い ）  
・（左）シマフクロウのヒナ        （右）シマフクロウの巣箱  




